
みんなで作った遊びの森

保育の振り返り

遊びの森？ののさまアートって何？いろいろな疑問がでて、年長さんに教えてもらったり、子ども達と一緒に考えました。言
葉で説明出来ない不思議な気持ちは、一緒に見て触れて感じました。子ども達がアートを楽しむ中で、「みんなが楽しく遊ん
だり過ごしたりすることが仲良く、嬉しい」という言葉にも辿りつきました。環境は、自然物を使ったり、廃材を利用しなが
ら制作を進めていけるように。どんな時も、お友達や保育者と一緒に楽しめるようにすることも大切にしてきました。動物に
なりきって、お面やしっぽをつけ、表現遊びを楽しんだことで、森や動物のイメージがどんどん膨らんできました。自然物の
音の違いや、楽しさも感じました。牛乳パックを利用し制作した壁や、テーブル。毎日少しづつ友達と一緒に組み立てていく
難しさや、少しずつ大きくなっていく面白さ、嬉しさを感じ、次はどうなるんだろう？今日はこれからどうする？といったわ
くわくした気持ちを一緒に感じてきました。友達と一緒に経験することで、「それっていいね！」「私はこうしてみたよ」と
友達を受け入れたり、一緒にしたいなという気持ちもどんどん芽生えてきました。みんなで作るから、大きい作品になってい
くことを経験しながら、喜び、楽しみました。クラスだけではなく、学年で活動をする中でも、そういう気持ちが芽生えてい
るので、これからも一緒にしたら楽しいな、またしたいなという気持ちを大切に活動を続けていきたいです。

(豊かな感性と表現、言葉による伝え合い、協同性、思考力の芽生え、数量・図形、文字等への関心・感覚、自然との関わり・生命尊重)

作成者 進藤早苗
対象 4歳児 きく組
作成日 2022年１月３１日(月)保育のねらい：友だちと一緒に作る楽しさを感じながら作品作りを楽しむ。


